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ＯＥＣＤ第２回国際教員指導環境調査（TALIS：Teaching and Learning International Survey）の結果が、６月２５日に公開されます。教員の仕事や学校環境に関する世界３４か国の先進諸国国際比較調査研究であり、日本は初めての参加となります。


調査結果のポイントの報告をいただくと同時に、これからのスキル評価のあり方について、ＯＥＣＤが現在どのような方向でとりくんでいるかをお話いただく予定です。そして、教師の仕事や学校のこれからについて討議を深めたいと思います。








〒１１３－００３３　


文京区本郷７－３－１


東京大学大学院教育学研究科


教職開発コース秋田喜代美研究室


天野美和子 <miwako.amano@gmail.com>





　OECD国際教員指導環境調査（TALIS）


　結果とこれからの教育評価








参加ご希望の方は　下記連絡先までご一報ください。





日時：　20１４年７月２日(水)　


１８：００～２０：００


場所：　東京大学本郷キャンパス赤門総合研究棟　Ａ２００番教室 (入場無料)





講演者　　 田熊　美保 


（OECD教育スキル局上級政策アナリスト）











教職開発コース・学校教育高度化センター共催


公開講演会





東京大学大学院教育学研究科





日本は、今年OECD加盟


50周年となります








